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８
月
６
日
の
広
島
と
９
日
の
長
崎
の
原

爆
の
日
に
と
も
な
い
、
中
央
公
民
館
１
階

ホ
ー
ル
お
よ
び
市
役
所
１
階
西
側
通
路
で

８
月
３
日
㈮
～
19
日
㈰
に
「
原
爆
と
人
間

展
」
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。「
あ
の

日
」
か
ら
人
々
が
ど
ん
な
生
活
を
強
い
ら

れ
た
か
、そ
し
て
被
爆
者
の
皆
さ
ん
が「
ふ

た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
せ
な
い
」
た
め

に
、
ど
う
生
き
、
ど
う
闘
っ
て
き
た
か
を

示
し
、
今
何
が
で
き
る
か
を
問
い
か
け
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
６
月
の
展
示
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
925
羽
の
折
鶴

を
広
島
へ
向
か
う「
あ
い
ち
平
和
行
進
団
」

に
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
日
本
武
道
館
で
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
正
午

を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま

す
。
広
島
市
と
長
崎
市
で
も
毎
年
原
爆
死

没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈
念
式
が
行
わ
れ

広
島
市
で
は
８
月
６
日
午
前
８
時
15
分
、

長
崎
市
で
は
８
月
９
日
午
前
11
時
２
分

に
、
平
和
の
鐘
を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と

う
を
捧
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や

家
庭
な
ど
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
の
赤
十
字
強
化
月
間
に
実
施
し
た

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
で
、
市
に

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
活
動
資
金
は

496
万
５
千
719
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
活

動
資
金
は
全
額
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金

し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

所
得
状
況
届
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
提
出
期
間　

愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者

手
当
は
８
月
１
日
～
31
日
、
他
の
手
当
は

８
月
10
日
～
９
月
11
日

※�

い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

　

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、�

期
限
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
と
な
る
人
に
は
、
届
出
の
用
紙
を

送
付
し
ま
す
。

　

在
宅
で
ね
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
重
度
障
が
い
者
の
人
が
使
用
し

て
い
る
寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
を
無
料
で
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者

①�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人

②�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要

介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
た
人

③�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

▼
内
容　

掛
け
布
団
・
敷
き
布
団
・
毛
布

各
１
枚
の
洗
濯
・
乾
燥
（
た
だ
し
、
羊
毛

布
団
な
ど
特
殊
な
も
の
は
除
き
ま
す
。
ダ

ブ
ル
以
上
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
同
じ
種
類
の
布
団
を
２
枚

申
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※�

希
望
者
は
、
代
わ
り
の
布
団
を
無
料
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
実
施
日　

［
回
収
日
］
８
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮

［
配
達
日
］
８
月
23
日
㈭
・
24
日
㈮

▼
時
間
帯　

午
前
（
８
時
30
分
～
正
午
）・

午
後
（
正
午
～
午
後
３
時
）

※�

時
間
の
指
定
は
午
前
・
午
後
の
み
で
す
。

▼
申
込
み　

８
月
８
日
㈬
ま
で
に
長
寿
介

護
課
へ
。

※�

過
去
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
電

話
で
申
込
み
も
可
能
で
す
。

※�

次
回
は
11
月
に
実
施
予
定
で
す
。（
詳

細
に
つ
い
て
は
11
月
１
日
号
の
広
報
に

掲
載
予
定
で
す
。）

　

市
で
は
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
新

た
に
軽
度
の
生
活
上
の
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
は
「
掃
除
」「
洗
濯
」
等

専
門
的
な
知
識
が
な
く
て
も
お
手
伝

い
が
で
き
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。
介

護
保
険
制
度
、
高
齢
者
の
特
性
、
認

知
症
の
理
解
な
ど
介
護
保
険
事
業
所
、�

地
域
福
祉
活
動
で
活
か
せ
る
内
容
で

す
。

　

サ
ロ
ン
等
地
域
の
高
齢
者
を
支
え

る
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
も
大
歓
迎

で
す
。

※�

本
研
修
受
講
後
、
事
業
所
で
の
実

務
研
修
（
３
時
間
程
度
）
を
修
了

し
た
人
に
は
、
市
内
の
介
護
事
業

所
が
提
供
す
る
基
準
緩
和
型
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従
事

で
き
る
資
格
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
21
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
・
３
会

議
室

▼
定
員　

35
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

▼
申
込
み　

８
月
17
日
㈮
ま
で
に
長

寿
介
護
課
地
域
支
援
係
（
☎
（95）
０
１�

９
１
）
へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

や
る
っ
ぴ
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

原
爆
と
人
間
展

協
働
推
進
課 

協
働
人
権
係

（
☎
（95）
０
１
４
４
）

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

福
祉
課 

保
護
援
護
係（
☎
（95）
０
１
４
９
）

ふ
と
ん
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

長
寿
介
護
課 

長
寿
係（
☎
（95）
０
１
５
０
）

障
害
者
手
当
の
所
得
状
況
届
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係（
☎
（95）
０
１
１
８
）

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係（
☎
（95）
０
１
１
８
）
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こ
れ
ま
で
非
自
発
的
失
業
に
よ
る
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
申
請
に
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
る
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
が
必
要
で
し
た
が
、
こ
の
受
給
資

格
者
証
の
替
わ
り
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
で
手

続
き
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者

・
知
立
市
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

・
離
職
日
時
点
の
年
齢
が
65
歳
未
満

・�

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
お
よ
び

特
定
理
由
離
職
者
と
し
て
求
職
者
給
付

（
基
本
手
当
等
）
を
受
け
る
人
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
が

11
、
12
、
21
～
23
、
31
～
34
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
）

※�

た
だ
し
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
お
よ
び

特
例
受
給
資
格
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

▼
軽
減
内
容

　

非
自
発
的
失
業
者
本
人
の
前
年
の
給
与

所
得
を
30
％
に
軽
減
し
て
、
保
険
税
を
算

定
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
所
得
が
少
額
の
場
合
、
国

民
健
康
保
険
税
に
変
化
が
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
軽
減
対
象
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
そ

の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で

（
例
）平
成
30
年
７
月
31
日
離
職
の
場
合
、

平
成
30
年
８
月
１
日
～
平
成
32
年
３
月
31

日
ま
で

▼
持
ち
物

・
保
険
証

・
印
鑑

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ま
た
は
、

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書

講座種目 ところ 定員 日程

パソコン講習（初級） 岡崎市会場 20人 土曜日（全15回）［10月～1月］

パソコン講習（初級） 豊橋市会場 20人 土曜日（全15回）［9月～1月］

パソコン講習（中級） 名古屋・名古屋駅 20人 土曜日（全15回）［10月～2月］

調剤薬局事務講習 名古屋・名古屋駅 20人 水曜日（全7回）［10月～11月］

経理事務講習 名古屋・名古屋駅 20人 土曜日（全15回）［10月～2月］

介護職員初任者研修 知立市会場 20人
日曜日（全16回）［9月～1月］
※�9月30日 ㈰ ～11月25日 ㈰ で

自宅学習が40.5時間可能な人

介護職員初任者研修 名古屋・名古屋駅 20人
水曜日（全16回）［10月～1月］
※�10月3日㈬～11月7日㈬で自

宅学習が40.5時間可能な人

介護職員初任者研修 豊橋市会場 20人
土曜日（全17回）［9月～2月］
※�9月29日 ㈯ ～11月24日 ㈯ で

自宅学習が40.5時間可能な人

登録販売者講習 名古屋・名古屋駅 40人 日曜日（全20回）［9月～3月］

就職活動セミナー
出前講習～ハッピー
ライフをめざすライ
フプランニング～

江南市会場
高浜市会場
長久手市会場
常滑市会場

20人

10月14日㈰　13：00～16：00
10月21日㈰　13：00～16：00
10月28日㈰　13：00～16：00
11月18日㈰　13：00～16：00

　ひとり親家庭の自立を促進するた
め、就職に結びつく可能性の高い技能
や資格の講習会が行われます。

▶講座種目・ところ等　右表のとおり
▶対象　県内在住の母子家庭の母、父
子家庭の父および寡婦の人で、就業意
欲があり、全日程出席できる人
▶受講料　原則として無料（ただし、
教材費・交通費等は自己負担）
▶申込み　8月6日㈪～27日㈪に市役所
子ども課児童家庭係へ。
※�定員を超えて応募があった場合は抽
選となります。
※�受講の可否については、9月20日頃
に申込者全員に通知します。
※�募集要領と申込書は、市役所子ども
課で配布します。

▶問合せ　（福）愛知県母子寡婦福祉連
合会（☎０５２－９１５－８８６２）

ご家庭で利用されなくなった本はありませんか
　ご家庭で利用されなくなった本、特に児童向けの
読み物・絵本・紙芝居を図書館に寄贈してください。
　再活用のため、図書館の除籍本とともに10月に市
民の皆さんに無料配布する予定です。9月30日㈰ま
でに図書館カウンターへお持ちください。
　漫画雑誌・週刊雑誌、汚損・破損の激しい本はお
受けできません。
　本は、ほこり等を払ってからお持ちください。
▶問合せ　図書館（☎83-1131）

ひとり親家庭就業支援講習会

倒
産
・
解
雇
な
ど
会
社
都
合
で

の
退
職
（
非
自
発
的
失
業
）
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

申
請
手
続
き
の
緩
和
に
つ
い
て

国
保
医
療
課 

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）
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国
民
年
金
の
一
般
保
険
料
（
月
額
１
万�

６
千
340
円
）に
付
加
保
険
料（
月
額
400
円
）

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
受
給
す

る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

・�

任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人

を
除
く
。）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳

・
印
鑑

▼
付
加
年
金
額

　

200
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

※�

受
給
開
始
か
ら
２
年
間
で
付
加
保
険
料

相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
そ
の
他

・�

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
込
ん
だ
月

分
か
ら
で
す
。

・�

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や

保
険
料
納
付
の
免
除
・
猶
予
を
受
け
て

い
る
人
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

・�

付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
、
一
定
以
上
所
得
の
あ

る
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
が
、
３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
利

用
者
は
原
則
と
し
て
費
用
の
１
割
を
負
担

し
、
残
り
の
９
割
が
介
護
保
険
か
ら
給
付

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
以
上
所
得
者

の
場
合
は
利
用
者
負
担
が
２
割
と
な
り
、

そ
の
中
で
も
特
に
所
得
の
高
い
人
は
利
用

者
負
担
が
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
で
派

遣
受
入
期
間
制
限
が
変
わ
り
、
有
期
雇
用

で
同
じ
派
遣
先
の
同
じ
「
課
」
な
ど
で
働

く
こ
と
が
で
き
る
の
は
原
則
３
年
と
な
り
、�

今
年
９
月
30
日
で
３
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
働
く
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
人

は
派
遣
会
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
無

期
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
や
60
歳
以
上
の
人

な
ど
は
期
間
制
限
の
対
象
外
で
す
。）

〇
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisa�

kunitsuite/bunya/0000077386.htm
l

　

個
人
事
業
税
の
第
一
期
分
の
納
期
限
は

８
月
31
日
㈮
で
す
。

　

８
月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
次
の
方
法
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

銀
行
、信
用
金
庫
、信
用
組
合
、農
協
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
代
理
店
の
郵
便
局
を

含
み
ま
す
。）
等
の
金
融
機
関

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※�

納
付
書
の
納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

・
県
税
事
務
所

・�Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
に
対
応
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は

Ａ
Ｔ
Ｍ

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
県
県
税
専
用
お
支

払
サ
イ
ト
）
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付（
１
万
円
ご
と
に
73
円［
税

別
］の
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。）

※�

な
お
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
、�

Pay-easy

並
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド�

で
は
領
収
証
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

領
収
証
書
が
必
要
な
人
は
、
金
融
機
関

等
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座

振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
人
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/soshiki/

zeim
u/

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
国
に
よ
る
「
農
業

経
営
収
入
保
険
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

収
入
保
険
制
度
と
は
品
目
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
農
業
経
営
者
ご
と
の
収
入
全
体

を
総
合
的
に
補
償
す
る
新
し
い
制
度
で
す
。

▼
対
象　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
（
加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
実
績
が
１

年
分
あ
れ
ば
可
）

※�

品
目
の
限
定
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
メ
リ
ッ
ト

　

こ
れ
ま
で
農
業
共
済
の
対
象
外
で
あ
っ

た
野
菜
な
ど
の
生
産
・
販
売
や
、
自
然
災

害
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め

た
収
入
減
少
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

個
人
の
収
入
に
着
目
す
る
の
で
、
個
々

の
事
情
に
対
応
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
機
能
し
ま
す
。

※�

加
入
申
請
な
ど
は
平
成
30
年
秋
か
ら
県

農
業
共
済
組
合
が
と
り
ま
と
め
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で「
収
入
保
険
制
度
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
が

始
ま
り
ま
す

県
農
業
共
済
組
合 

収
入
保
険
課

（
☎
０
５
２
（204）
２
４
１
１
）

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の

納
税
を
お
忘
れ
な
く

県
西
三
河
県
税
事
務
所
県
民
税
・
事
業
税

第
二
グ
ル
ー
プ　
　

 （
☎
（27）
２
７
１
３
）

介
護
保
険
利
用
者
負
担
割
合
に

つ
い
て

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

（
☎
（95）
０
１
２
２
）

国
民
年
金
の
付
加
年
金
を

ご
存
知
で
す
か

国
保
医
療
課 

国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
☎
（95）
０
１
２
３
）

刈
谷
年
金
事
務
所　

 （
☎
（21）
２
１
１
０
）

派
遣
で
働
く
皆
さ
ん
へ

～
３
年
の
期
間
制
限
が
近
づ
い

て
き
て
い
ま
せ
ん
か
～

愛
知
労
働
局 

需
給
調
整
事
業
部

（
☎
０
５
２
（219）
５
５
８
７
）
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ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
水
道
水
の

臭
い
や
色
と
い
っ
た
衛
生
面
が
問
題
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

原
因
の
多
く
は
、
貯
水
槽
（
受
水
槽
や

高
置
水
槽
等
）
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

年
に
１
回
以
上
は
、

貯
水
槽
内
部
の
清
掃
、

破
損
が
な
い
か
ど
う
か

の
点
検
な
ど
、
安
全
な

水
を
利
用
す
る
た
め
に
も
維
持
、
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
都
市
緑
化
推
進

事
業
に
基
づ
き
、
市
民
や
事
業
者
が
行
う

優
良
な
緑
化
事
業
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
要
件

○
屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化
・
空
地
緑
化
・

駐
車
場
緑
化
事
業

・
面
積
が
お
お
む
ね
100
㎡
以
上

・�

道
路
か
ら
眺
望
で
き
る
、
ま
た
は
不
特

定
の
人
が
立
ち
入
っ
て
見
る
こ
と
が
で

き
る
等

○
生
け
垣
設
置
事
業

・
延
長
50
ｍ
以
上

・�

接
道
が
50
％
以
上
で
樹
木
の
高
さ
が
90

㎝
以
上
等

▼
補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
の
額
（
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
限

度
額
あ
り
。
こ
の
事
業
は
県
の
間
接
補
助

事
業
で
す
。）

※�

工
事
に
か
か
る
前
に
、
期
間
に
余
裕
を

も
っ
て
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

工
事
着
手
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
都
市
計
画
課
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

「緑の募金」にご協力ありがとうございました
　4月・5月に家庭・街頭・職場等においてご協力いただいた緑の
募金は、総額133万1,369円となりました。
　お寄せいただいた募金は、市内公共施設等への緑化や緑化の啓
発活動に役立たせていただく予定です。また、募金の一部は、国・
県の緑化事業や、東日本大震災被災地の森林復興などの支援事業
にも活用される予定です。ご協力ありがとうございました。

（敬称略）

募金内訳 協力機関 募金額

家庭募金 町内会（29区） 1,138,713円

街頭募金
ガールスカウト愛知97団

27,461円
ボーイスカウト知立1団ビーバースカウト隊

職場募金

秋田工業㈱ ブラザー精密工業㈱

157,075円

㈱エス・エヌ・ビー ㈱リケンブラザー精密工業

共和建設工業㈱ ミヤマ精工㈱

㈱大和電機製作所 明治電機工業㈱豊田支店

㈲知立園芸 ㈱渡辺機械製作所

中川工業㈱ 渡辺工業㈱

日本特殊塗料㈱ 知立市職員互助会

篤志募金 市内公共施設 8,120円

募金総額 1,331,369円

▶問合せ　緑化推進協議会（都市計画課内　☎95-0157）

山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校
高
等
課
程

Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た

　

本
校
高
等
課
程
１
年
生
は
、
６
月
22
日

㈮
に
「
Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー
ン
活
動
」
と
し
て
、

知
立
駅
か
ら
学
校
ま
で
の
通
学
路
、
学
校

周
辺
道
路
、
新
田
公
園
、
弘
栄
公
園
、
堀

切
二
号
公
園
、
東
栄
公
園
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。「
Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー
ン
活
動
」

は
本
校
が
毎
年
行
っ
て
い
る
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
、
６
月
に
１
年
生
、
10
月

に
２
年
生
、11
月
に
３
年
生
が
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
公
園
の
遊
具
や
ト
イ
レ
、

学
校
周
辺
道
路
と
名
鉄
線
路
沿
い
道
路
の

側
溝
を
特
に
き
れ
い
に
し
よ
う
と
目
標
を

立
て
て
行
い
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
は
、
担
当
区
域
に
到
着
す
る

と
、
早
速
、
草
取
り
や
側
溝
の
ゴ
ミ
拾
い

を
し
ま
し
た
。
特
に
名
鉄
線
路
沿
い
道
路

の
側
溝
は
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
が
多
く
、
取
る

の
が
大
変
で
し
た
が
、
誰
も
が
一
生
懸
命

に
活
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
園
担
当
の

生
徒
は
、
公
園
の
ト
イ
レ
の
便
器
を
磨
い

た
り
、
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
を
拭
い
た

り
、
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち

の
考
え
で
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
一
時
間
あ
ま
り
の
活
動
時
間
で
し
た
が
、

各
ク
ラ
ス
の
担
当
区
域
が
き
れ
い
に
な
っ
て
、

生
徒
た
ち
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、あ
と
２
回
の「
Ｙ
Ｇ
ク
リ
ー

ン
活
動
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
知
立
で

学
ぶ
生
徒
が
地
域
貢

献
を
果
た
そ
う
と
市

内
の
公
園
や
道
路
を

き
れ
い
に
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

知立市水道事業
キャラクター
「みずっち」

貯
水
槽
の
清
掃
・
点
検
は

大
丈
夫
で
す
か
？

水
道
課 

料
金
係　
　
（
☎
（95）
０
１
３
２
）

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
都
市
緑

化
推
進
事
業
（
優
良
な
緑
化
事

業
へ
の
補
助
交
付
）

都
市
計
画
課 

公
園
緑
地
係

（
☎
（95）
０
１
５
７
）
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平
成
30
年
度　

代
表
標
語

「
き
ら
き
ら
の　

こ
の
道
ず
っ
と　

守
ろ

う
よ
」

　

８
月
１
日
～
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
道
路
を
常
に
広
く
、
美
し

く
、
安
全
に
使
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

道
路
は
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど

の
日
常
生
活
や
産
業
経
済
、
文
化
活
動
の

基
盤
と
な
る
非
常
に
重
要
な
施
設
で
す
。

　

国
・
県
・
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
広
く
て
美
し
い
道
路
に
保

て
る
よ
う
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
道
路
の

清
掃
を
行
う
な
ど
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
61
年
度
か
ら
、
道
路
の
意

義
・
重
要
性
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
関
心
と

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
8
月

10
日
を
「
道
の
日
」
と
定
め
、
国
民
的
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
が
制
定
さ
れ
た
趣
旨
を
認
識
し
、�

今
一
度
、道
路
の
役
割
な
ど
を
見
直
し
て
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

道
路
に
、
紙
く
ず
や
空
き
缶
等
の
「
ご

み
」
を
捨
て
な
い
。

・�

道
路
を
商
品
置
場
や
作
業
場
、
プ
ラ
ン

タ
ー
等
置
き
場
と
し
て
使
わ
な
い
。

・�

道
路
に
、
自
動
車
や
自
転
車
、
オ
ー
ト

バ
イ
等
を
放
置
し
な
い
。

・�

敷
地
か
ら
道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は
、�

敷
地
の
管
理
者
で
剪
定
す
る
。

・�

道
路
に
日
覆
い
等
を
設
置
す
る
場
合
に

　

こ
の
矢
作
川
流
域
に
は
、
長
野
県
・
岐

阜
県
を
含
め
157
万
人
余
の
人
々
が
生
活
し

て
い
ま
す
。
水
は
、
飲
料
水
を
は
じ
め
と

し
て
私
た
ち
の
生
活
に
は
１
日
も
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
で
、
水
源
地
域
の
過
疎
化
・

林
業
の
低
迷
等
で
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、「
緑
豊
か
な
山
林
で
、

き
れ
い
で
安
定
し
た
水
と
災
害
に
強
い
山
」�

に
す
る
た
め
、
運
命
共
同
体
の
認
識
の
も

と
、
植
林
や
保
育
等
山
の
管
理
と
上
下
流

の
交
流
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
上
下
流
交
流
や
基
金
へ
の
寄

付
お
よ
び
賛
助
会
員
へ
の
参
加
と
、
水
と

山
へ
の
関
心
や
感
謝
の
気
持
ち
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
盆
前
後
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
搬
入
は
、
２
時
間
程
度
の
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。　

〇
特
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
日

　

８
月
11
日
㈷
・
13
日
㈪
～
18
日
㈯

○
次
の
事
項
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

８
月
の
早
い
う
ち
に
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
お
住
ま
い
の
区
域
の
収
集
日
・
回

収
場
所
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
い
た
だ

く
場
合
は
、
燃
え
る
ご
み
と
粗
大
ご
み

は
し
っ
か
り
分
別
し
て
、
粗
大
ご
み
を

先
に
出
せ
る
よ
う
に
、
車
に
積
ん
で
く

だ
さ
い
。

は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
る
。

・�

道
路
の
施
設
に
影
響
が
出
る
工
事
を
す

る
場
合
に
は
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受

け
る
。

　

道
路
は
、私
た
ち
み
ん
な
の
も
の
で
す
。�

他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、広
く
・�

美
し
く
・
安
全
で
快
適
に
使
え
る
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

公
益
財
団
法
人
矢
作
川
水
源
基
金
は
、

県
と
矢
作
川
流
域
内
の
10
市
町
で
、
き
れ

い
で
豊
か
な
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
安
全
な
大

地
造
り
を
願
い
、
昭
和
53
年
２
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

・�

車
は
、
本
人
か
ご
家
族
の
運
転
で
な
い

場
合
は
、
有
料
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

西
中
町
周
辺
に
は
い
く
つ
か
の
遺
跡
が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に

荒
新
切
遺
跡
と
い
う
市
の
文
化
財
が
あ
り

ま
す
。
歴
史
体
験
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。
地
域
の
歴
史
や
自
然
に
興
味
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
期
間　

10
月
～
３
月

（
毎
年
４
月
か
ら
１
年
毎
更
新
）

※
活
動
時
間
は
一
回
半
日
程
度

▼
と
こ
ろ　

市
内
お
よ
び
歴
史
民
俗
資
料

館▼
対
象
者　

高
校
生
以
上

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
活
動
す
る
こ
と

が
可
能
な
人

▼
申
込
み　

８
月
１
日
㈬
か
ら
申
込
み
用

紙
に
記
入
の
う
え
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
歴
史
民
俗
資
料
館
事
務
室

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
（83）
６
６
７
５　

Ｅ
メ
ー
ル

siryokan@
city.chiryu.lg.jp　

午
前
９

時
～
午
後
５
時　

月
曜
日
を
除
く
）
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
み
用
紙
は
歴
史
民
俗
資
料
館
事
務

室
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
に
「
荒
新
切

遺
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
応
募
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

○通行の妨げになる樹木は剪定しましょう

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

「
８
月
10
日
は
道
の
日
」

土
木
課 

管
理
係　
　
（
☎
（95）
０
１
５
５
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
盆
の
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

刈
谷
知
立
環
境
組
合 （
☎
（21）
５
３
８
９
）

荒
新
切
遺
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

文
化
課 

文
化
振
興
係（
☎
（83）
１
１
３
３
）

矢
作
川
水
源
基
金
に

参
加
と
関
心
を

企
画
政
策
課 

政
策
係（
☎
（95）
０
１
１
４
）

公
益
財
団
法
人
矢
作
川
水
源
基
金
事
務
局

（
☎
０
５
６
４
（23）
２
６
４
５
）
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　知立公園に咲き誇る花しょうぶを広く紹介
し、観光宣伝に使用することを主旨に開催さ
れた「知立公園花しょうぶを写す会」の入賞
者が決定しました。
　応募総数400点の応募作品の中から厳正な
る審査の結果、「推薦」の道家敏正さんをは
じめ、次の皆さんが入賞されました。

◎入賞作品展
▶と　き　①8月3日㈮～19日㈰　②8月23日㈭～9月6日㈭
▶ところ　①中央公民館　1階ロビー
　　　　　②観光交流センター
▶問合せ　�観光協会事務局（経済課内　☎83-1111	

内線211・212）「推薦」道家敏正さんの作品

賞 氏　名（敬称略）
推　薦 道家　敏正（小牧市）

特　選 斎藤　和子（安城市） 鈴木　伸隆（蒲郡市）

準特選 福島　宏治（豊田市） 豊川　昌利（知多市）

入　選

戸軽　邦明（知立市） 岡田　泰之（刈谷市）
原　啓文（岡崎市） 阿形　弘（岡崎市）
野村　政明（江南市） 大木　知子（豊橋市）
斎藤　紀生（安城市） 本多　忠夫（幸田町）
坂本　美知子（知多市） 杉浦　秀夫（安城市）
天野　修（高浜市） 中野　雅人（知立市）
小伊豆　忠（知立市） 星子　秀一郎（半田市）
榎本　清司（三重県鈴鹿市）

救命講習会（8月開催分） あなたは愛する家族を救えますか。いざという時のために心肺蘇生法を覚えましょう。
会場 高浜消防署 刈谷消防署 碧南消防署 知立消防署

講習会名 普及員講習再教育 上級救命講習 普通救命講習Ⅰ 普通救命講習Ⅲ
開催日時 8月26日㈰　午前9時～正午 8月25日㈯　午前9時～午後6時 8月19日㈰　午前9時～正午 8月18日㈯　午前9時～正午
定員・受講料 先着20人・無料 先着20人・無料 先着20人・無料 先着20人・無料

申 込 み 8月5日㈰午前9時から
（☎52-1192）救急係へ

8月5日㈰午前9時から
（☎23-1299）救急係へ

8月5日㈰午前9時から
（☎41-2625）救急係へ

8月5日㈰午前9時から
（☎81-4144）救急係へ

対 象 者 碧南・刈谷・安城・知立市および高浜市在住、在勤、在学の人（いずれの会場でも受講できます。）

内 容

普及員講習再教育	 応急手当普及員の資格を有する人が、前回の講習受講日から3年以内に再度受講するための講習。
上級救命講習	 心肺蘇生法（気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫）、AEDの使用法、止血法、搬送法、外傷の手当てなど
普通救命講習Ⅰ	 心肺蘇生法（気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫）、AEDの使用法、止血法など
普通救命講習Ⅲ	 小児・乳児・新生児の心肺蘇生法、ひきつけ、のどに異物が詰まった時の処置
※救命講習会を団体で受講される場合は、最寄の消防署へお問合せください。

▶問合せ　衣浦東部広域連合消防局　消防課（☎63-0135　ホームページ http://www.kinutoh.jp）

【
防
衛
大
学
校
一
般
（
前
期
）】

▼
応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で

21
歳
未
満
（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮

▼
試
験
日　

［
１
次
］
11
月
３
日
㈷
、
４
日
㈰

［
２
次
］
12
月
11
日
㈫
～
15
日
㈯
の
う
ち

指
定
さ
れ
る
１
日

※�

推
薦
・
総
合
選
抜
試
験
も
実
施
さ
れ
ま

す
。

【
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
】

▼
応
募
資
格　

平
成
31
年
４
月
時
点
で
高

卒
（
見
込
み
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮

▼
試
験
日

［
１
次
］
10
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰

［
２
次
］
12
月
12
日
㈬
～
14
日
㈮
の
う
ち

指
定
さ
れ
る
１
日

【
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
】

▼
応
募
資
格　

平
成
31
年
４
月
時
点
で
高

卒
（
見
込
み
含
む
）
で
21
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮

▼
試
験
日

［
１
次
］
10
月
20
日
㈯

［
２
次
］
12
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰

※�
採
用
に
関
す
る
情
報
は
、
自
衛
隊
愛
知

地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

QRコード

平成30年度 知立公園花しょうぶを写す会入賞者決定

平
成
30
年
度

自
衛
官
等
採
用
試
験

自
衛
隊
安
城
地
域
事
務
所

（
☎
（74）
６
８
９
４
）
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広告

▼
訓
練
コ
ー
ス

①
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
マ
ク
ロ
／
Ｖ
Ｂ
Ａ
基
礎

②
パ
ソ
コ
ン
文
書
作
成

③
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
応
用

▼
と
き

①
９
月
８
日
㈯
、
15
日
㈯

②
９
月
30
日
㈰
、
10
月
７
日
㈰

③
10
月
14
日
㈰
、
21
日
㈰

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校▼
対
象
者　

主
に
在
職
中
の
人
で
、
基
本

的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人
。
た

だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
文
書
作
成
の
コ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

人▼
受
講
料　

無
料

▼
定
員　

①
８
人　

②
５
人　

③
５
人

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

①
７
月
20
日
㈮
～

８
月
９
日
㈭
②
８
月
10
日
㈮
～
30
日
㈭
③

８
月
24
日
㈮
～
９
月
13
日
㈭
に
受
講
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
愛
知
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
在
職
者
訓
練
担
当
（
〒
441

―
１
２
３
１　

豊
川
市
一
宮
町
上
新
切
33

―
14　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
３
３
（93）
６
５
５
４　

Ｅ
メ
ー
ル noryokukaihatsuko@

pref.
aichi.lg.jp

）
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

受
講
申
請
書
は
愛
知
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
講
申
請
書
は
、
個
人
用
と
事
業
所
用

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

５
月
下
旬
に
一
定
の
条
件
と
年
齢
の
人

に
送
付
し
た
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
」
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
か
。
無
料
で
受

け
ら
れ
る
の
は
生
涯
で
一
度
の
み
で
す
。

こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

市
の
が
ん
検
診
で
は
、
医
療
機
関
で
の

個
別
検
診
と
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
集
団

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
程
お
よ
び

内
容
な
ど
は
広
報
7
月
16
日
号
23
ペ
ー
ジ

の
8
月
健
康
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

【
乳
が
ん
検
診
】

昭
和
52
年
４
月
２
日
～
昭
和
53
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

※�

対
象
年
齢
の
人
で
、
平
成
30
年
４
月
21

日
以
降
に
知
立
市
に
転
入
し
て
き
た
人

は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

※「広報ちりゅう」発行経費の一部に充てるため、有料広告を掲載しています。内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

有
　
料
　
広
　
告

障
害
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

（
在
職
者
訓
練
）
受
講
者
募
集

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
在
職
者

訓
練
担
当 （
☎
０
５
３
３
（93）
２
１
０
２
）

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

利
用
し
て
受
診
し
ま
し
ょ
う

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

 （
☎
（82）
８
２
１
１
）
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　6月10日㈰に保健センター
で、歯科医師会と共催で第16
回「8020表彰式」を開催しま
した。
　この表彰は、今年度80歳以
上でご自分の歯を20本以上
保っている人を達成者として
表彰するものです。
　今年度は、81人が表彰され、
賞状と記念品が贈られました。
　表彰式に徒歩や自転車で来
られたり、定期的にかかりつ
け歯科医で診療を受けていた
りと、皆さん大変お元気な人
ばかりでした。改めて、歯・
口腔の健康は、全身の健康に
も大きく関わりがあるという
ことを感じることができまし
た。
　受賞者の皆さん、おめでと
うございました。

～受賞者の皆さん～（敬称略・五十音順）
○達成賞
赤木良雄、井口ふさ子、生駒筆子、石川はるみ、石川芳彦、石黒勇、伊勢淳、伊藤美代子、井上文夫、大久保廣子、
大澤みよ、奥村弘巳、小栗和倫、甲斐昌子、加藤壽美子、加藤正雄、加藤鉞男、加藤明雄、神谷利子、神谷昌司、
神田祐輔、畔柳誠子、桒原ひさ子、小島新、小島富男、小林太刀夫、近藤鈴代、近藤つや子、近藤邦滿、近藤幹雄、
斎藤俊秋、佐藤良子、柴田和久、杉浦香澄、杉浦和也、杉原清春、鈴木英司、鈴木幸子、鈴木里巳、鈴木美智子、
隅厚子、高橋俊元、高橋雅子、田中弘造、束原ふた葉、津村さよ子、戸田英隆、中野喜弘、成瀬つゆ子、新美廣昭、
西正子、西川清子、野村まきえ、橋本アケミ、坂野とし子、日沖保義、兵藤孝次、平岩トヨ子、深谷瑞枝、
保田ミエ子、堀田左記子、堀田昌美、本田昇、桝田和守、圓山廣、水田道子、三井正子、宮本良子、明先貞夫、
山崎悦弘、山田三千惠、山ノ内道子、山本信宏、横井とみ子、米山孝美　他6人
▶問合せ　保健センター（☎82-8211）

8020表彰式
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１
．
事
業
用
固
定
資
産
税
減
免
の
要
件

▼
対
象
事
業
所

市
か
ら
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を

受
け
た
資
本
金
１
億
円
以
下
も
し
く
は
、

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
１
千
人
以
下
の

中
小
企
業
者
等

▼
対
象
設
備

生
産
性
が
旧
設
備
と
比
較
し
て
年
平
均

１
％
以
上
向
上
す
る
設
備

※�

販
売
開
始
時
期
、
最
低
取
得
価
格
、
用

途
に
よ
っ
て
は
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
ら
な
い
設
備

①�

先
端
設
備
等
導
入
計
画
認
定
前
に
導
入

し
た
設
備

②�

生
産
、
販
売
活
動
等
の
用
に
直
接
供
さ

れ
な
い
設
備

③
中
古
設
備

▼
特
例
措
置

対
象
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
が
３
年
間

ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。

２
．
改
正
さ
れ
た
事
業
承
継
税
制
の
内
容

▼
対
象
株
式
数
上
限
等
の
撤
廃

対
象
株
式
数
上
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
で
相

続
税
の
納
税
猶
予
と
な
る
割
合
が
100
％
に

な
り
ま
す
。

▼
対
象
者
の
拡
充

親
族
外
を
含
む
複
数
の
株
主
か
ら
、
代
表

者
で
あ
る
後
継
者
（
最
大
３
人
）
へ
の
承

継
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
経
営
環
境
変
化
に
応
じ
た
減
免

後
継
者
が
自
主
廃
業
・
売
却
を
行
う
際
、

猶
予
さ
れ
た
贈
与
税
額
・
相
続
税
額
を
経

営
環
境
変
化
に
応
じ
て
減
免
し
ま
す
。

▼
雇
用
要
件
の
実
質
的
撤
廃

５
年
間
の
雇
用
平
均
が
８
割
未
達
で
も
猶

予
は
継
続
し
ま
す
。

※
理
由
報
告
が
必
須
で
す
。

※�

納
税
猶
予
を
受
け
る
に
は
、
県
か
ら
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ

知
立
市
商
工
会
（
☎
（81）
０
９
０
４
）

経
済
課　

商
工
観
光
係
（
☎
（95）
０
１
２�

５
）

　

商
工
会
は
「
商
工
会
法
」
に
基
づ
い
て

組
織
さ
れ
て
い
る
地
域
の
経
済
団
体
で
あ

り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援

団
体
で
す
。
事
務
所
・
店
舗
・
工
場
な
ど

を
有
す
る
事
業
者
で
あ
れ
ば
、
規
模
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
で
も
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
知
立
市
商
工

会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

〇
年
会
費

［
個
人
事
業
主
］
５
千
円
か
ら

［
法
人
］
１
万
円
か
ら

〇
商
工
会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

・
無
料
で
専
門
家
を
派
遣

　

�

経
営
の
お
悩
み
に
対
し
、
中
小
企
業
診

断
士
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
を
無
料
で

派
遣
し
ま
す
。

　

派
遣
回
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

・
各
種
無
料
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

�

商
工
会
で
開
催
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。（
一
部
有
料
）

・
設
備
・
運
転
資
金
の
相
談
・
あ
っ
せ
ん

　
�

経
営
改
善
の
た
め
に
必
要
な
資
金
と
し

て
、
県
の
融
資
制
度
や
日
本
政
策
金
融

公
庫
無
担
保
・
無
保
証
融
資
等
で
設

備
・
運
転
資
金
が
借
り
ら
れ
る
金
融
相

談
・
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
記
帳
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）

　

�

日
々
の
記
帳
方
法
か
ら
決
算
・
申
告
ま

で
の
手
続
き
を
お
教
え
し
ま
す
。
ま
た

記
帳
の
省
力
化
・
経
営
指
標
の
把
握
を

目
的
と
し
た
記
帳
代
行
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

・
労
働
保
険
の
事
務
代
行
（
有
料
）

　

�

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
の
資
格
取
得
・
喪
失
等
の

事
務
手
続
の
代
行
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
商
工
会
で
事
務
代
行
を
す
る
こ
と

で
、
保
険
料
を
三
分
割
で
納
付
す
る
こ

と
や
事
業
主
が
労
災
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
国
内
研
修
参
加
費
補
助
制
度

　

�

一
事
業
所
あ
た
り
年
間
１
回（
計
３
回
）

を
限
度
に
、
研
修
参
加
費
の
半
額
を
補

助
し
ま
す
。（
上
限
額
あ
り
）

・
そ
の
他

　

�

商
工
会
の
発
送
物
に
自
社
Ｐ
Ｒ
広
告
の

封
入
（
初
回
無
料
）、
知
立
駅
前
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
光
掲
示
板
の
利
用
（
有
料
）、
各

種
施
策
情
報
の
提
供
、
補
助
金
申
請
書

作
成
支
援
、
商
工
会
館
の
利
用
（
会
員

は
通
常
料
金
の
半
額
で
利
用
可
能
）、

低
料
金
の
健
康
診
断
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ

知
立
市
商
工
会
（
☎
（81）
０
９
０
４
）

事
業
用
固
定
資
産
税
減
免
と

事
業
承
継
に
か
か
る
相
続
税
・
贈
与
税
猶
予
の
お
知
ら
せ

知
立
市
商
工
会
加
入
の
ご
案
内

　

先
端
設
備
等
導
入
計
画
に
基
づ
く
事
業
用
設
備
の
固
定
資
産
税
が
特
例
措
置
で
減
免

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業
承
継
に
か
か
る
相
続
税
、
贈
与
税
に
つ
い
て
も
改
正
が
あ
り

ま
し
た
。

　

市
内
で
事
業
を
営
み
、
設
備
投
資
を
検
討
し
て
い
る
人
、
事
業
承
継
を
検
討
し
て
い

る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


